
岡山県教育庁義務教育課

全国学力・学習状況調査の結果公表に伴い、生徒に調査結果を返却することになります。夏季
休業中には、学力向上担当者を中心として調査結果の分析・検討に取り組まれたことと思います。
県全体を見ると徐々に授業改善等の成果が表れ、全国平均との差が縮小してきていますが、依然
として課題が残っているのも事実です。
ぜひ、分析結果を学校全体で共有し、課題の解消に向けての取組を全教職員で徹底しましょう。
また、結果の返却に当たっては、結果を単に伝えるのではなく、改善に向けての取組方針を

含めて、きちんと生徒や保護者に説明して返却をし、年度末に向けて着実に学力向上の取組を
進めることが、「我が校の生徒は！」と胸を張って送り出せることにつながると信じています。
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【岡山県の全国学力調査結果】 平均正答率〔％〕 （下段は全国の平均正答率）

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 国数計

中学校
３年生

７４.７
（７５.６）

６３.８
（６６.５）

６０.３
（６２.２）

４１.４
（４４.１）

２４０.２
（２４８.４）

・算数Ｂで初めて全国平均を上回った。
・他の問題でも全国平均との差が、-0.4～0.1〔％〕
と縮小した。

・全国平均との差が、-2.7～-0.9〔％〕と縮小した。

設問
番号

正答率（％） 無解答率（％）
県 全国 県 全国

Ａ９(4) 37.4 34.5 16.3 14.8

設問
番号

正答率（％） 無解答率（％）
県 全国 県 全国

A10(3) 37.3 43.0 21.5 18.9

下の２問はいずれも、数学のＡ問題です。左の問題は、全国平均を超えていますが、右の問題は
全国平均を下回っています。

岡山県マスコット
「ももっち」

分析に当たっては、「全国平均を超えたからよくできている」に留まるの
ではなく、「両問題とも、４割弱しか正答していない」「無解答率が全国よ
り高い」と言った、生徒のつまずきを基に、次の授業改善につなげる視点で
取り組むことが大切です。
その際、「全国調査の結果だから・・・」と担当教科の教員任せにするの

ではなく、目の前の生徒に、学習指導要領に基づいた学力の定着を図ること
ができているかを全教職員で考えることが必要です。
特に、中学校においては、家庭学習に依然として大きな課題があります。

【→裏面へ】



宿題の現状を小学校・中学校で比べてみると・・・・

・授業での学習内容の定着を
意図した読み、書き、計算
のドリルが中心。

・問題演習のプリント、ワークが中心。各教科担任で宿題を出す
ため、曜日によって、課題の量がバラバラになる。

・定期考査前に、ワークやプリントをまとめて提出させる。

【生徒の声】 Ｑ：小学校のときと比べて，宿題で困ることはありますか？

・小学校の時は、「今日は○○をしなさい。」と決まっていたけど、中学校は「この日までに○○をしなさい。」って言われるから、
後回しにしてしまって提出し忘れてしまう・・・。
・小学校の時は、毎日少しずつ宿題が出ていたけど、今はテスト前に一気に出て、テスト週間は提出物対策でテスト勉強がなかなか
できない。

県教育委員会では、昨年度「家庭学習のスタンダード」を作成
しました。また、各校においても独自の「家庭学習の手引き」を
配付していることと思います。
今一度、家庭学習の在り方について、確認し、生徒にとって

実のある宿題の出し方を全教職員で考えて取り組みましょう。

Ｑ：学校の授業時間以外で、ふだん（月曜日から金曜日）、１日あたりどれくらいの時間、勉強をしますか。
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【岡山県の学習状況調査結果】

小学校 中学校

「１時間以上」と回答をした生徒の割合

岡山県：57.2% 全 国：67.9%

「１時間以上」と回答をした児童の割合

岡山県：68.6% 全 国：62.5%

小学校 中学校

・提出は翌日。
→取組の習慣化が図れている。

・自主学習に積極的に取り組む。

・次の授業時に提出を求めるなど、提出サイクルに統一性がない。
・一斉に点検をするため、点検印を押印して返却することが中心。
※コメントなどを添えることが難しい。

家庭学習習慣の確立は、生徒の「自己管理能力」の育成につながる重要な取組です！

岡山県の中学生の学習時間は、全国の中３生に
比べ-10.7％、本県の小６に比べ-11.4％

宿題の質や量、取り組ませ方や評価を確認してみましょう。

【宿題ボードの例】

教科担任・係が範囲や
提出時期等を記入。
学級担任が帰りの会で
生徒に確認することで、
取組状況に改善が見ら
れています。

全国学力・学習状況調査結果の個人票の
返却に当たっては、生徒だけでなく保護者に
も「学校の取組の方針」を示し、保護者への
協力事項も伝えるようにしましょう。

□宿題の量及び提出日を学年内で調整している。

□宿題との連携を意識した授業の振り返りをさせている。

□意欲の喚起につなげる点検を行っている。

□定期考査前に詰め込んで課題を出している。


